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1.1.1.1.はじめにはじめにはじめにはじめに

千鳥橋は４連の単純鋼床版箱桁橋、R=500m 単円

弧の曲線橋で、補修前の構造は１主桁２支承形式で

あり、昭和 41年に架設された。上流側には下り線専

用の橋が併設されており、今回補修対象となった橋

は上り線 3 車線＋歩道として供用されている。上り

線の一般図を図１図１図１図１に示す。平日の交通量は約 27000

台/日で大型車の混入率は約 16％である。平成 10 年

に行われた点検調査で支承付近に亀裂損傷が発見さ

れたため、仮の段差防止装置を応急対策として設置

した後、損傷の調査および補修設計を行った。４連

のうち１連の補修工事が完了したので、損傷調査お

よび補修工法の概要を報告する。

2.2.2.2.損傷調査損傷調査損傷調査損傷調査

損傷が発見された支承近傍について目視による調

査と浸透探傷試験を行った。亀裂はウェブと下フラ

ンジの溶接線のソールプレートの支間中央側端部直

上から発生して、やや上向きに桁端側に進展してい

る。また、ウェブ直下ソールプレート前面のすみ肉

溶接で亀裂が発生している。亀裂状況の一例を図２図２図２図２

に示す。

既設構造では支承をウェブに対して箱桁中央側に

偏心させて、Ｔ形断面の支点上補剛材を配置してい

る。この部分の FEM解析結果を図３図３図３図３に示す。設計計

算上ではウェブと支点上補剛材に均等に支点反力が

伝達されるとしているが、支点反力の大部分が支点

上補剛材を介さずに直接ウェブに流れている。特に

亀裂発生箇所の応力集中が著しい。

補修工事で既設の支承を解体したところ、ローラ

ー部が泥やさびで機能しない状態になっていた。支

承の拘束条件を変えた場合の FEM 解析結果を図４図４図４図４

に示す。支承が機能していない場合には亀裂発生部

で５倍以上の応力度が生じている。

以上より応力測定結果と併せて、亀裂損傷の発生

原因は、
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本補修工事を完了した橋梁

図１　千鳥橋橋梁一般図
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(ア)ソールプレート周辺の断面急変による応力集中。

(イ)支承の機能低下に伴なう応力の増加。

(ウ)車輌の大型化および大型車交通量の増加による

応力の増大と繰り返し。

による疲労損傷と考えられる。

3.3.3.3.補修工法の概要補修工法の概要補修工法の概要補修工法の概要

(1)下フランジおよびウェブを取替る。取替範囲を

図５図５図５図５に示す。水平方向の切断位置は亀裂を十分

に網羅する範囲とした。鉛直方向には支点上の

鋼床版横リブを存置することとして、これより

添接に必要な範囲だけを残してウェブを撤去し

た。

(2) 支点上補剛材の損傷状況から補強が困難と判断

し、1 箱桁２支承形式を 1 支承形式に変更し、

ダイヤフラムおよび端横桁を対傾構形式からフ

ルウェブ形式とした。補修前後の支点部断面を

図６図６図６図６に示す。

(3)支承は鋼製ピンローラーからＡタイプゴム支承

に変更した。支承が大きくなったため、支承中

心を端ダイヤフラムから支間中央側に最大

70mm偏心させた。偏心曲げに抵抗させるため、

下フランジの支承線より支間中央側にＴ形断面

の横リブを配置した。

(4) 落橋防止構造（連結ケーブル）と変位制

限構造（橋軸方向および橋軸直角方向）

を設置した。

(5)部材接合は現場溶接を用いずボルト接合

とした。施工性を考慮して新設部材を細か

く分割したため新規部材のダイヤフラム

面および横桁ウェブ面・下フランジの約半

分が添接板で覆われる構造となった。

(6)既設の添架物を通すため、端横桁に貫通

穴を設けた。また、貫通孔を境にブロック

を上下に分割して添架物を移設すること

なく施工できるようにした。

4.4.4.4.仮設材の概要仮設材の概要仮設材の概要仮設材の概要

(1) 支点上ダイヤフラムおよび端対傾構を切

取るため、仮支点断面はダイヤフラムお

よび支点上横桁の機能をもたせ、常時の

支点反力および断面力で設計した。仮支

点の断面を図７図７図７図７に示す。

(2) 仮支点は橋座面を 690mm 拡幅して支持した。

拡幅部のコンクリートには 1ウェブの有効幅あ

たりアンカーボルトとして D32 の鉄筋を水平

方向に 20本配置した。

５５５５....あとがきあとがきあとがきあとがき

支承付近に疲労亀裂が発生した場合の補修工事の

一例を紹介した。本工事は供用下の補修でありな

がら、計測等を除いた現地工事は３ヶ月の短期間

に終えることができた。

<参考文献>；1)日本道路協会：鋼橋の疲労，

　　　　　　平成９年５月

　　　

600
1000

部材取替範囲

支間中央

89
4～
11
96

63
5

仮支点 280

落橋防止連結
ケーブルブラケット

図５　補修範囲(側面図)

補修後

橋軸方向変位制限構造 橋軸直角方向変位制限構造

補修前

2,2003,8502,200

図６　補修前後の支点部断面

仮支点補剛材

仮支点台座

図 7仮支点断面


	kyotsu: 　　土木学会第55回年次学術講演会（平成12年9月）
	No: CS-100　


